
取扱説明書

据置型業務端末

品番　JT-C31シリーズ

このたびは、 パナソニック製品をお買い上げいただき、 まことにありがとうございます。

●取扱説明書をよくお読みのうえ、 正しく安全にお使いください。

●ご使用前に 「安全上のご注意」 （3 ～ 6ページ） を必ずお読みください。

●この取扱説明書は、 大切に保管してください。

ەە この商品は日本国内で使用するように設計されています。 日本以外の各国法規、 基準には

適合していませんので、 海外で使用できません。
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人への危害、 財産の損害を防止するため、 必ずお守りいただくことを説明しています。

、誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分してڦڦ 説明しています。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」 です。

注意 「軽傷を負うことや、 財産の損害が発生するおそれがある内

容」 です。

。お守りいただく内容を次の図記号で説明していますڦڦ

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

気をつけていただく内容です。

本機についてڦڦ

警告

水をかけたり、 ぬらしたりしない

火災 ・ 感電の原因になります。

水などが内部に入ったら電源を切り電源プラグを抜く

そのまま使用すると、 火災 ・ 感電の原因になります。

機器内部に金属物や異物を入れない

火災 ・ 感電の原因になります。

安全上のご注意  必ずお守りください
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本機についてڦڦ （つづき）

警告

異常があるときは、 すぐに使用をやめる

煙が出る、 においがするなど、 そのまま使用するとショートして、 火災や感電

をおこすおそれがあります。

煙 ・ 異臭 ・ 異音が出たり、 落下 ・ 破損したときは電源を切り、

電源プラグを抜く

そのまま使用すると、 火災 ・ 感電の原因になります。

分解 ・ 改造をしない

火災 ・ 感電の原因になります。

付属のAC アダプター、 AC コード以外は使用しない

火災の原因になることがあります。

注意

不安定な場所に置かない

けがの原因となります。

湿気やほこりの多い場所、 油煙や湯気が当たるような場所に

は置かない

火災 ・ 感電の原因になります。

プリンターヘッドに手を触れない

やけどの原因になります。

安全上のご注意  必ずお守りください
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本機についてڦڦ （つづき）

注意

プリンターの可動部には触れない

けがの原因になることがあります。

カッターには触れない

けがの原因になることがあります。

操作パネルを閉めるときは、 はさみ込むような場所に指を 

置かない

けがの原因になることがあります。

ACアダプターについてڦڦ

警告

ACコード ・ 電源プラグを破損するようなことはしない

（傷つける、 加工する、 熱器具に近づける、 無理に曲げる、 

ねじる、 引っ張る、 重い物を載せる、 束ねる　など）

傷んだまま使用すると、 感電 ・ ショート ・ 火災の原因になります。

電源プラグのほこりなどは定期的にとる

プラグにほこりなどがたまると、 湿気などで絶縁不良となり、 火災の原因

になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む

差し込みが不完全ですと、 感電や発熱による火災の原因になります。

雷が鳴ったら、 本機 ・ AC コード ・ 電源プラグ ・ 接続ケーブル

に触れない

感電の原因になります。

安全上のご注意  必ずお守りください
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安全上のご注意  必ずお守りください

ACアダプターについてڦڦ （つづき）

警告

ぬれた手で、 電源プラグの抜き差しをしない

感電の原因になります。

コンセントや配線機器の定格を超える使い方や、 交流100 V 

以外での使用はしない

たこ足配線などで、 定格を超えると、 発熱による火災の原因になります。

ACアダプター ・ ACコードに水をかけたり、 ぬらしたりしない

感電 ・ けが ・ 火災の原因になります。

電源プラグを抜き差しするときは、 電源プラグ （金属でない 

部分） を持って抜く

コードが傷つき、 火災 ・ 感電の原因になります。

分解したり、 改造したりしない

ショートや発熱により、 火災 ・ 感電の原因になります。

注意

長時間使わないときは、 電源プラグをコンセントから抜く

火災 ・ 感電の原因になります。

この装置は、 クラスA情報技術装置です。 この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を

引き起こすことがあります。 この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されるこ

とがあります。

VCCI-A
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使用上のお願い

使用上のお願いڦڦ

ەە 本機をご使用になるときは、 本機を分解または改造された形跡がないか確認し、 異変があ

る場合は使用しないでください。
ەە 強い電磁波のあるところから離して使用してください。 

（例） �電子レンジ、 磁石、 万引き防止装置、 高圧線、 自動ドア、 通信用アンテナなど
ەە 寒い場所から暖かい場所へ移動すると結露することがあります。 万一、 結露をした場合、

付着した水滴が蒸発するまで、 本機の使用を控えてください。
ەە 静電気の起きやすい場所 （じゅうたんを使用しているところなど） や、 テレビ ・ ラジオなどの

磁気を発生する機器の近くには置かないでください。
ەە 長時間日光に当たる場所や高 （低） 温になるところには放置しないでください。
ەە 本機は防滴構造ではありません。 雨や水滴などがかからないようにしてください。
ەە 本機は防塵構造ではありません。 ほこりの少ない屋内環境でご使用ください。
ەە ロール紙は感熱紙ですので、熱や薬品に反応して発色、退色 （印字濃度が薄くなる） します。

光や熱を発する場所、 アルコール ・ シンナーなどの揮発性の薬品のそば、 紫外線を浴び

る場所、 ポリ塩化ビニル製の事務用品、 接着テープなどのそばでの保管は避けてください。
ەە 屋内 （一般店舗内の環境） で使用してください。 屋外や車載では使用しないでください。
ەە 本機は精密機器ですのでていねいにお取り扱いください。 衝撃を加えたり、 落としたり、 本

機の上に重いものを置いたりしないでください。
ەە 磁気カードリーダーには、 磁気カード以外は通さないでください。
ەە 本機の近傍にコンセントがあり、 そのコンセントに容易に抜き差しできる環境下でご使用くだ

さい。
ەە 電源端子の部分に、 ほこりや油などを付着させないでください。 また、 傷をつけないでくだ

さい。
ەە プリンター印字中は、紙を引っ張ったり、ロール紙排出口に手や物を置かないでください。（紙

づまり ・ 故障の原因）
ەە USBポートには指定機器以外は接続しないでください。
ەە 本機を安定してお使いいただくために、 1日1回の電源OFF/ONを推奨します。 

なお、 本機の運用設定>メモリーリフレッシュ (67ページ)を設定すると、 指定した曜日、

時刻にメモリーリフレッシュ (再起動)を促すポップアップが表示されます。 

業務に影響の少ない時間帯 （深夜等） に設定することを推奨します。
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使用上のお願い

ACアダプターについてڦڦ

ەە AC100 Vのコンセント以外では使用しないでください。
ەە 屋外で使用しないでください。
ەە ACアダプター付属のACコードは、 本ACアダプター以外の機器に使用しないでください。
ەە 本ACアダプターには、 付属のACコード以外は使用しないでください。

お手入れのしかたについて	ڦڦ

ەە お手入れは、 必ず電源をOFFにした状態で行ってください。
ەە 本機やACアダプターが汚れた場合は、 乾いた柔らかい布で拭いてください。 （シンナーな

どの揮発性のものは使用しないでください。）
ەە シンナー、 ベンジン、 ワックス、 石油、 石けん、 みがき粉、 熱湯、 化学ぞうきんなどは使

用しないでください。

その他の取り扱いについてڦڦ

ەە 本機は日本国内で使用するように設計されています。 日本以外の各国法規、 基準には適

合していませんので、 海外では使用できません。
ەە 本機に接続するケーブルを無理に曲げる、 引っ張る、 ものを置く、 踏むなどの扱いは、 断

線やショートの原因になりますので、 おやめください。

ピンパッドによる暗証番号の入力方法について （お客様にお伝えくڦڦ

ださい）

ەە 取引中にお客様の暗証番号の入力が必要なときは、 お客様に暗証番号を入力していただ

いてください。 暗証番号の入力ミスを防ぐため、 暗証番号入力音や液晶画面の表示を確認

しながら確実に入力していただいてください。 暗証番号は他人に知られると悪用される可能

性がありますので、 暗証番号の漏えい防止のため、 以下のことをお守りください。
ەە 必ずお客様が入力する。
ەە できるだけ手に持って入力する。
ەە 周りの人に見られないように、 手や体で隠すようにして入力する。
ەە 監視カメラに映らないように、 手や体で隠すようにして入力する。
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法規情報

日本国内で無線LAN ／ Bluetoothをお使いになる場合のお願い

本機の使用周波数帯では、 電子レンジ等の産業 ・ 科学 ・ 医療用機器のほか工場の製造ラ

イン等で使用されている移動体識別用の構内無線局 （免許を要する無線局） および特定小

電力無線局 （免許を要しない無線局）、 ならびにアマチュア無線局 （免許を要する無線局）

が運用されています。

① 	�本機を使用する前に、 近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局ならび

にアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。

② 	�万一、 本機から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合に

は、 速やかに使用周波数を変更するか、 または電波の発射を停止したうえ、 購入先にご

連絡いただき、 混信回避のための処置等 （例えばパーティションの設置など） についてご

相談ください。

③ 	�その他、 本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して

電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときには、 購入先にお問

い合わせください。

本機の無線LAN 機能 （2.4 GHz帯） が使用する周波数帯

本機が、 2.4 GHz周波数帯 （2412から2472 MHz） を使用する直接拡散

（DS） 方式／直交周波数分割多重方式 （OF） の無線装置で、 与干渉

距離が約40 mであることを意味します。

本機のBluetooth 機能が使用する周波数帯

本機が、2.4 GHz周波数帯 （2402から2480 MHz） を使用する周波数ホッ

ピング （FH） 方式／その他の方式の無線装置で、 与干渉距離が約

10 mであることを意味します。

改造された本機は絶対に使用しないでください。 改造した機器を使用した場合は電波法に抵

触します。

本機は、 電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合等証明および電気通信事業法に基づ

く端末機器の技術基準適合等認定を受けており、 その証として 「技適マーク 」 が本機の銘

板シールに表示されております。 本機のネジを外して内部の改造を行った場合、 技術基準適

合証明などが無効となります。 技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、 電

波法および電気通信事業法に抵触しますので、 絶対に使用されないようにお願いいたします。

5.2 GHz/5.3 GHz帯 （W52/W53） を使って屋外で通信を行うことは電波法で禁止されています。

W52/W53をご使用で、 無線LANの電源がオンの状態で本機を屋外で使用する場合は、 あら

かじめIEEE802.11a/n/acを無効に設定しておいてください。 5.5 GHz ～ 5.7 GHzの周波数帯域

（W56） の屋外での使用については電波法で禁止されていません。 IEEE802.11a/n/acを使用

して本機と通信するには、 W52/W53/W56のいずれかに対応した無線LANアクセスポイントを

お使いください。

2.4 DS/OF 4 

2.4 FH 1/XX 1 
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商標 ・ ライセンス

ەە オムロン ソフトウェア （株） のiWnn IME for Android を使用しています。 

iWnn IME © OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2011 All Rights Reserved.
ەە 本製品には、 GNU General Public License (GPL v2), GNU Lesser General Public License 

(LGPL)に基づきライセンスされるソフトウェアが含まれています。 お客様は、 当該ソフトウェ

アのソースコードを入手し、 GPL v2、 または、 LGPLに従い、 複製、 頒布及び改変するこ

とができます。

本製品の引渡から少なくとも３年間、 パナソニック モバイルコミュニケーションズ株式会社

は以下の問い合わせ先にお問い合わせされた方に、 配布に要する実費をご負担頂くことを

条件として、 機器による読取が可能なGPL v2 ／ LGPLが適用されるソースコードの複製物

を提供いたします。 なお、 ソースコードの内容等についてのご質問にはお答えしかねます

ので、 予めご了承ください。

＜お問い合わせ先＞

oss-cd-request@gg.jp.panasonic.com

また、 ライセンス情報は、 以下のウェブサイトで確認することができます。

https://panasonic.net/cns/oss/index.html
ەە This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 

Toolkit. (http://www.openssl.org/source/license.html)
ەە This product includes the Independent JPEG Group's software. This software is based in 

part on the work of the Independent JPEG Group.
ەە This product includes the software distributed under the terms of The FreeType Project 

License. This software is based in part of the work of the FreeType Team.
ەە This product includes other free software or open source software.
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付属品の確認

本機がお手元に届きましたら、 ご使用になる前に次の機器、 付属品を確認してください。

※万一、 足りない場合は購入先にお問い合わせください。

端末本体  1台 ACコード  1本

ACアダプター  1個 安全上のご注意  1枚

＜オプション品＞

ピンパッド 非接触ICカードリーダーライター
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各部の名称

端末本体ڦڦ

【インターフェース】
①

②

③

④

⑤

⑥ ⑧ ⑨ ⑩⑪ ⑫

⑦

番号 名前 はたらき

①
ディスプレイ

＆タッチパネル

各種サービス画面を表示します。

画面にタッチして本機を操作します。

② 磁気カードリーダー
お客様のクレジットカード （磁気カード） などを読み

取ります。

③ 電源ランプ

本機の動作状態を表示します。

緑点灯	： 起動中

赤点灯	： 省電力モード

消灯	 ： 電源OFF

④ 電源ボタン

電源をONにしたりOFFにしたりするときに押します。

電源をONにするときは3 秒以上、 OFFにするときは

2 秒以上押してください。

⑤ プリンター部
プリンターメカ、 ヘッドおよびオートカッターの固定刃

があります。

⑥ オープンボタン 操作パネルを開けるときに押します。

⑦
無線LAN/Bluetooth 

アンテナ

良好な接続を行うために、 アンテナ部を覆わないよう

にしてください。
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各部の名称

【インターフェース】

番号 コネクター名称 はたらき

⑧ LAN LANケーブルを接続します。

⑨ DC IN 24 V 電源用の専用ACアダプター （DC24 V） を接続します。

⑩ USB （4）
Micro-Bタイプ

上位機器などに接続します。

⑪ シリアルポート 上位機器などに接続します。

⑫ USB （1 ～ 3）
Aタイプ

外付けの周辺機器を接続します。

ەە 本機でサポートしている周辺機器については、 購入先にお問い合わせください。
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各部の名称

ピンパッドڦڦ （オプション品）

①

②

③

④ ⑤

⑥

番号 名前 はたらき

① キー部 キー押下してピンパッドを操作します。

② 表示部 お支払い金額や、 案内メッセージを表示します。

③ LEDインジケーター ピンパッドの動作状態を表示します。

④ プライバシーシールド 入力操作を他の人から見られないように保護します。

⑤ ICカード挿入口 お客様のクレジットカード（接触ICカード）を挿入します。

⑥ I ／ Fケーブル 端末本体のUSBポートに接続します。

＜操作キー＞

④

⑤

①

③ ②

番号 名前 はたらき

① 数字キー
暗証番号を入力するとき

に使用します。

② 確定キー
処理データの入力完了時

の締めに押します。

③ 訂正キー
入力された暗証番号を訂

正するときに押します。

④ 取消キー
処理中の取引を中止し、

初期画面に戻ります。

⑤
選択キー 

（F1 ～ F3）

機能選択時に使用します。
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各部の名称

非接触ICカードリーダーライターڦڦ （オプション品）

④

③

① ②

番号 名前 はたらき

① 表示部 取扱金額や残高、 案内メッセージを表示します。

② 電源ランプ 電源がONのときに点灯します。

③ 動作表示ランプ

点滅または点灯して、 処理状況を表します。

青点滅 ： カードかざし待機中

緑点灯 ： カード処理正常終了

赤点灯 ： カード処理異常終了

④ かざし部
お客様に、 かざし部の中央にICカードをかざしていた

だきます。

ەە 端末本体の画面上では、 "非接触ICカードR／W"と略称表示しています。
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各部の接続方法

ケーブルやコードの配線ڦڦ
端末本体

（背面）

ACコード

ケーブルの 

抜け防止機能

LAN 

ポート
シリアル 

ポート

USB 

ポート

HUB

ەە �LANポートに接続する 

（カチッと音がするまで

押し込む）

LANケーブル

ACアダプター

① ケーブルをフックに掛ける ② ケーブルを差し込む

DCケーブル、 シリアルケーブル、 USBケーブルは、 引っ張られると端末本体から抜
けてしまいます。 このため、 ケーブルを差し込む時はケーブルが抜けないように、 上
記の図を参考にして、 ケーブルを上面のフックに掛けてください。

ەە �ケーブルを無理に折り曲げないために、 端末本体の背面から40 mm程度飛び
出すようにフックに掛けてください。

ەە �1つのフックには最大3本のケーブルを掛けることができます。

電源

DCケーブル

約40 mm

DCプラグ 金属部分

ACアダプターのDCプラグは、 奥

までしっかりと挿入してください。

奥まで挿入されていない場合は、

DCプラグの金属部分が見えます

ので、 金属部分が見えなくなるま

で奥まで挿入してください。

上位機器など 周辺機器 ※1

※1 �非接触ICカードリーダーライターのUSBケーブルはUSB1に接続してください。 

他のUSBポートに接続すると、 非接触ICカードリーダーライターが正常に動作しません。 

また、 ピンパッドのUSBケーブルはUSB2もしくはUSB3に接続してください。 

非接触ICカードリーダーライターやピンパッドは本体に直接接続しないと、 正常に動作しません。
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ロール紙のセット方法

1	 オープンボタンを押し、 操作パネルを開けます。

ەە 操作パネルが開いた状態では、誤操作を防止するために、液晶画面の表示が消え、タッ

チパネルの操作が無効となります。

① オープンボタンを押す

② 操作パネルを開ける

2	 ロール紙を収納部に入れ、 ロール紙ガイドの内側を通しながら、 まっすぐに 

引き出します。

◆◆お願い

ەە サーマルヘッドが熱くなっていますので、 ヘッドに触れないようにしてください。

ロール紙ガイド

●�ガイドの中央にロール紙を置

いてください。

サーマル

ヘッド

ロール紙収納部

●�ロール紙のセット方法
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ロール紙のセット方法

3 カチッと音がするまで操作パネルを閉めます。

4 紙送り確認ポップアップが表示されますので、 

「実行」 または 「キャンセル」 をタッチします。

ە  「実行」 を選択した場合、 紙送りおよびカット処理

の後、 元の画面に戻ります。
ە  「キャンセル」 を選択した場合、 元の画面に戻り

ます。

 ◆お願い

ە  ロール紙の入れる方向を確認してからセットしてください。 

ロール紙を逆向きにセットすると印字ができなくなります。
ە  操作パネルを閉めるときは、 はさみ込むような場所に指を置かないでください。
ە  ロール紙をロール紙排出口より5 cmくらい引き出してください。
ە  プリンター部に手を入れる場合は、ロール紙のカッターで指を切らないように注意してください。
ە  サーマルヘッドは高温になりますので触らないようにご注意ください。
ە  ロール紙は推奨のものをご利用ください。 それ以外のロール紙を使用された場合は、 製品

保証の対象外となる場合があります。
ە  用紙づまりの原因になりますのでロール紙排出口をふさがないでください。
ە  排出が終わるまで伝票に触らないでください。
ە  オートカットがパーシャルカット （中央1点つなぎ） の場合、 オートカット処理後、 手前に引っ

張って切り離してください。
ە  紙粉がたまると印字不具合の原因になります。 紙粉は市販の綿棒 （乾いたままで） などで

取り除いてください。 この際、 部品各部に傷をつけないようにご注意ください。
ە  プリンターの印字速度は使用される温度、 印字内容などによって異なります。 特に高温お

よび低温時は速度が低下する場合があります。
ە  連続して印字を行うと、 印字が一時的に停止する場合がありますが、 故障ではありません。

プリンター内部の温度が下がると再び印字が可能になります。

真ん中を押さえて

確実に閉める
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電源の入れ方 ・ 切り方

電源を入れるڦڦ

1	 端末の電源ボタンを3秒以上押します。

ەە 電源ランプが赤色になります。

電源を切るڦڦ

1	 起動した端末の電源ボタンを2秒以上押します。

ەە 端末が停止します。

省電力モードについてڦڦ

ەە 起動中、 電源ボタンを短押し、 または一定時間端末操作がない場合、 省電力モードに遷

移します。 （標準設定時、 3分） 

画面が消え、 電源ランプが緑色から赤色に変わります。
ەە 省電力モードから復帰するには、 電源ボタンを押すまたは画面をタッチしてください。 

画面がつき、 電源ランプが赤色から緑色に変わります。
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磁気カードの読み取り方法

1	 磁気カードの中央を持ち、 磁気カードリー

ダーを通るようにスライドします。

◆◆お願い

ەە カードの向きには注意してください。
ەە カード底面を密着させたまま引いてください。
ەە 一定の速度で引いてください。
ەە カードは途中から入れず、 ガイドの広い部分にカードの端を合わせてから引いてください。
ەە カードの読み取りエラーを防ぐため、 カードの端は持たないでください。

NG NG

カードの端をガイドの

広い部分に合わせて

から矢印の方向に引く
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接触ICカードの読み取り方法

1	 接触ICカードを接触ICカード挿入口に挿

入します。

◆◆お願い

ەە 接触ICカードがきちんと止まるまで挿入して

ください。 カードは半分ほど挿入すると止まり

ます。

2	 接触ICカードを抜き取るときは矢印の方

向に引き抜きます。

ەە LEDインジケーターの点灯について

LEDインジケーター 動作状態 接触ICカードについて

青点灯 待機中 挿抜可能です

赤点灯 接触ICカードアクセス中 抜き取らないでください

◆◆お願い

ەە 水にぬれた接触ICカードを挿入しないでください。
ەە 接触ICカード以外のものを挿入しないでください。
ەە 接点の汚れた接触ICカードは汚れを拭きとってからご使用ください。
ەە 処理が完了するまで抜き取らないでください。

ICの接点部を

上にして挿入する

ICカード

挿入口
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タッチパネル操作について

タッチ 画面上の項目やオプションを選びます。

スワイプ 画面をスクロールします。

フリック 画面を素早くスクロールします。

ピンチ 表示を拡大したり縮小したりします。

アプリケーションによっては、 画面をダブルタッチすること

で表示を拡大したり縮小したりすることができます。
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キーボード入力操作について

テキスト入力欄をタッチしたり、情報入力の指示があると、キーボードが自動的に表示されます。

表示されたキーボードを使ってテキストを入力できます。

ە  iWnn IMEキーボードを使う

カーソルを左に移動します。

カーソルを右に移動します。

絵文字／記号／顔文字入力モードに切り替えます。

カーソルの左側にある文字を削除します。

スペースを入力します。

タッチするたびに半角英字／半角数字／ひらがな漢字入力モードを切り替え

ます。 また、 ロングタッチすると、 ［iWnn IMEメニュー］ でテンキー／フルキー

を切り替えることができます。
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ホームメニュー

A

B

EDC

※  ご利用になるサービスによってホームメ

ニューは異なります。

A　ステータスバー

ステータスアイコンは、 現在の状態をお知ら

せします。

また、 通知アイコンは、 端末状態異常、 プ

リンター用紙なし、 ソフトウェア更新を通知し

ます。

B　ホームメニュー

アプリケーションの一覧を表示します。 一覧

から使用するアプリケーションをタッチしてく

ださい。

C　  設定

端末環境設定画面を表示します。
ە  設定内容の説明は、 26ページ 「端末環

境設定」 を参照してください。

D　  情報

端末状態確認画面を表示します。
ە  設定内容の説明は、 30ページ 「端末状

態確認」 を参照してください。

E　  管理

管理者向けのメニューです。管理者パスワー

ドを入力すると、 管理機能メニュー画面を表

示します。
ە  設定内容の説明は、 31ページ 「管理機

能メニュー」 を参照してください。
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ホームメニュー

ە  ステータスアイコン

ステータスアイコンはステータスバーの右側

に表示されます。 主なステータスアイコンの

一部を以下に説明します。

有線LANに接続中

無線LANに接続中

無線LANに未接続

ە  通知アイコン

通知アイコンはステータスバーの左側に表

示されます。 主な通知アイコンの一部を以

下に説明します。

端末状態異常

プリンター用紙なし

ソフトウェア更新通知

ソフトウェアダウンロード中

通知
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端末環境設定

A

CB

A　  端末環境設定

端末本体の環境設定を行います。

「省電力設定」、 「画面輝度設定」、 「音量設

定」 の変更が可能です。 各領域をタッチす

ると、 設定画面が表示されます。

B　  戻る

前の画面に戻ります。

C　  ホーム

ホームメニューに戻ります。
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端末環境設定

省電力設定

ە  省電力モードを設定します。

1 端末環境設定画面で 「省電力設

定」 をタッチする

2 「省電力モード移行までの時間」 を

タッチする

ە  「１分」、 「３分」、 「５分」、 「１０分」、 

「１５分」 の中から選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  端末環境設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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端末環境設定

画面輝度設定

ەە 画面輝度を設定します。

1	 端末環境設定画面で 「画面輝度設

定」 をタッチする

2	 （低輝度）、 または

（高輝度） をタッチする

3	  をタッチする

〔設定完了〕
ەە 端末環境設定メニューに戻ります。 

→	�設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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端末環境設定

音量設定

ە  端末本体のブザー音量を設定します。

1 端末環境設定画面で 「音量設定」

をタッチする

2 端末本体のブザー音量を選ぶ

ە  「消音」、 「小」、 「中」、 「大」 の中か

ら選択します。
ە  「音量確認」 をタッチすると選択した音

量でビープ音が再生されます。 

※ 「消音」 が選択されている場合は、

タッチできません。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  端末環境設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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端末状態確認

A

B C

A　  端末状態確認画面

端末本体や周辺機器の動作状況や各種情

報の一覧表示を行います。

一画面に表示できない場合は、画面スクロー

ルを行ってください。

B　  戻る

前の画面に戻ります。

C　印刷

端末状態確認画面に表示した内容をレシー

トに印刷します。
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管理機能メニュー

ホームメニュー > 管理　をタッチすると、 管理者パスワード入力画面が表示されます。

※	�キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。

ەە ソフトウェアキーボードでパスワードを入力し、 「完了」 

ボタンをタッチします。

ەە  をタッチすると、 管理機能メニューが表示

されます。

ەە パスワードを忘れたときは、ご購入窓口にご連絡ください。
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A

CB

A　  管理機能メニュー

端末本体および周辺機器の設定を行いま

す。

「ネットワーク設定」、 「プリンター設定」、

「POS接続設定」、 「周辺機器設定」、 「運

用設定」、 「ソフトウェア更新」 が可能です。

各領域をタッチすると、 設定画面が表示され

ます。

B　  戻る

ホームメニューに戻ります。

C　  ホーム

ホームメニューに戻ります。

管理機能メニュー
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ネットワーク設定

ە  DHCP機能の有効／無効の設定や、

DHCP無効時の端末IPアドレスなどを

設定します。

ネットワーク切替

初期設定では、 有線LAN 有線設定１が選択

されています。

設定を変更する場合は、 「ネットワーク追加／

削除」 にてネットワーク設定を新たに追加して

ください。

1 「ネットワーク切替」 をタッチする

2 ネットワークを選択する

ە  「有線LAN」、 「無線LAN」 のいずれ

かを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

ە  以降、 「有線LAN」 の場合を記載しま

す。 「無線LAN」 の場合も同様の手

順で操作を行ってください。

管理機能メニュー
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4 切替を行うネットワークを選択する

ە  有線設定一覧の中から選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

5  をタッチする

6 ネットワーク設定内容を確認して、

 をタッチする

→  選択しない場合は、 

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

管理機能メニュー
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7 ネットワーク設定が完了したことを確

認して、  をタッチする

〔設定完了〕
ە  ネットワーク設定メニューに戻ります。

ネットワーク追加

ネットワークの設定は、 有線LAN、 無線LAN

ともに最大５件まで登録できます。

「有線LAN」ڦ  の追加の場合

1 「ネットワーク追加／削除」 をタッチ

する

2 「有線LAN」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

管理機能メニュー
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4 「有線設定追加」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

5  をタッチする

6 「DHCP設定」 をタッチし、 有効また

は無効を選択する

ە  DHCPを有効にした場合、 手順 10 の

あと手順 13 へ
ە  DHCPを無効にした場合、 手順 7 へ

管理機能メニュー
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7 「IPアドレス」 入力欄をタッチしてア

ドレス入力後、 「次へ」 をタッチする

※  キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。

8 「サブネットマスク」 入力欄をタッチし

てアドレス入力後、 「次へ」 をタッチ

する

9 「デフォルトゲートウェイ」 入力欄を

タッチしてアドレス入力後、 「次へ」

をタッチする

10 「プロキシ設定」 入力欄をタッチし

てアドレスおよびポート番号を入力

後、 「次へ」 をタッチする

ە  設定なしの場合は、 入力しない。
ە  入力方法 

アドレスとポート番号の間に 

「 ： 」 （コロン） を入れる 

例 「xxx.xxx.xxx.xxx ： xx」

11 「プライマリー DNS」 入力欄をタッチ

してアドレス入力後、 「次へ」 をタッ

チする

12 「セカンダリー DNS」 入力欄をタッチ

してアドレス入力後、 「完了」 をタッ

チする

13  をタッチする

管理機能メニュー
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14 ネットワーク設定内容を確認して、

 をタッチする

〔設定完了〕
ە  ネットワーク設定メニューに戻ります。

「無線LAN」ڦ  の追加の場合

1 「ネットワーク追加／削除」 をタッチ

する

2 「無線LAN」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

管理機能メニュー
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4 「無線設定追加」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

5  をタッチする

6 無線ネットワークの登録方法を選択

する

ە  「アクセスポイント指定」、 「WPSボタ

ン方式」、 「WPS PIN入力方式」 の中

から選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

7  をタッチする

ە  「アクセスポイント指定」 の場合、 手

順 8 へ
ە  「WPSボタン方式」 の場合、 手順 13 へ
ە  「WPS PIN入力方式」 の場合、 手順

19 へ

管理機能メニュー
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8 「SSID」 入力欄をタッチしてアクセス

ポイントのSSID(半角英数記号)を

入力後、 「次へ」 をタッチする

※  キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。

9 「パスワード」 入力欄をタッチして

ネットワーク パスワードを入力後、

「次へ」 をタッチする

※  キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。

管理機能メニュー
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10 「DHCP設定」 をタッチし、 有効また

は無効を選択する

ە  DHCPを有効にした場合、 「有線

LAN」 の追加設定の手順 10 （37

ページ） と同様の操作を行う
ە  DHCPを無効にした場合、 「有線

LAN」 の追加設定の手順 7 ～ 12
（37ページ） と同様の操作を行う

11  をタッチする
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12	ネットワーク設定内容を確認して、

 をタッチする

〔設定完了〕
ەە ネットワーク設定メニューに戻ります。

13	2分以内にアクセスポイントのWPS

ボタンを押す

ەە キャンセルする場合は、 「中止」 をタッ

チします。
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14 プロキシ設定有無を選ぶ

ە  「無」、「有」 のいずれかを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

15  をタッチする

ە  「無」 の場合、 手順 18 へ 

16 「プロキシ設定」 入力欄をタッチし

てアドレスおよびポート番号を入力

後、 「完了」 をタッチする

ە  設定なしの場合は、 入力しない。
ە  入力方法 

アドレスとポート番号の間に 

「 ： 」 （コロン） を入れる 

例 「xxx.xxx.xxx.xxx ： xx」

※  キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。
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17  をタッチする

18 ネットワーク設定内容を確認して、

 をタッチする

〔設定完了〕
ە  ネットワーク設定メニューに戻ります。

19 2分以内に端末の画面上に表示

された8桁PINコードを、 アクセス

ポイントを管理しているPCのキー

ボードから入力する

ە  キャンセルする場合は、 「中止」 をタッ

チします。

ە  以降、 手順 14 ～ 18 と同様に操作を行っ

てください。
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ネットワーク削除

1 「ネットワーク追加／削除」 をタッチ

する

2 ネットワークを選択する

ە  「有線LAN」、 「無線LAN」 のいずれ

かを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

ە  以降、 「有線LAN」 の場合を記載しま

す。 「無線LAN」 の場合も同様の手

順で操作を行ってください。

4 「有線設定削除」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

5  をタッチする
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6 削除するネットワーク設定を選択する

ە  有線設定一覧の中から選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

7  をタッチする

8 ネットワーク設定内容を確認して、

 をタッチする

9  をタッチする

〔設定完了〕
ە  ネットワーク設定メニューに戻ります。

管理機能メニュー
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管理機能メニュー

ネットワーク診断

選択されているネットワークの診断を行いま

す。

1 「ネットワーク診断」 をタッチする

2  をタッチする

ە  ネットワーク診断中画面が表示され、

端末本体のネットワークの情報を収

集します。

3 ネットワーク情報の取得結果を確認

して、  をタッチする

ە  IPアドレス等が取得できた場合、 右

側に取得したアドレスを表示します。

取得できなかった場合は、 「取得失

敗」 を表示します。
ە  IPアドレス等が取得できたすべての

対象ホストに対してPingコマンドを送

信し、 その判定結果を 「OK」、 「NG」、

「－(未設定)」 で表示します。

〔診断完了〕
ە  ネットワーク設定メニューに戻ります。
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プリンター設定

ە  印字の濃度や印字文字のフォント、 レ

シートカット方法を設定します。

印字濃度設定

1 「印字濃度設定」 をタッチする

2 印字濃度を選ぶ

ە  「1：薄い」、 「2:やや薄い」、 「3:普通」、

「4:やや濃い」、 「5:濃い」 の中から選

択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  プリンター設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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文字フォント設定

1 「文字フォント設定」 をタッチする

2 文字フォントを選ぶ

ە  「標準」、 「太字」 のいずれかを選択し

ます。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  プリンター設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

レシートカット方法設定

1 「レシートカット方法設定」 をタッチする

2 レシートカット方法を選ぶ

ە  「パーシャルカット」、 「フルカット」 の

いずれかを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  プリンター設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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POS 接続設定

ە  POS連動機能のPOS接続を設定する

ことができます。 （POS連動機能はオプ

ションです。）
ە  設定内容を変更することによってPOS

連動機能が使用できなくなることがあり

ます。 POS側の仕様にあわせて設定し

てください。

POS接続有無

POS連動機能を利用する場合に設定しま

す。

1 「POS接続有無」 をタッチする

2 POS接続有無を選ぶ

ە  「無」、「有」 のいずれかを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  POS接続設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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インターフェース設定

POS接続有無にて 「有」 を設定した場合に

のみ設定が可能です。

1 「インターフェース設定」 をタッチする

2 接続タイプを選ぶ

ە  「シリアル」、 「USB」 のいずれかを選

択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  POS接続設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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ブロックサイズ設定

POS接続設定にて 「有」 を設定した場合に

のみ設定が可能です。

1 「ブロックサイズ設定」 をタッチする

2 ブロックサイズを選ぶ

ە  「160」、 「256」 のいずれかを選択しま

す。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

〔設定完了〕
ە  POS接続設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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シリアル設定

インターフェース設定にて 「シリアル」 を選

択した場合にのみ設定が可能です。

1 「シリアル設定」 をタッチする

2 「通信速度(bps)」 をタッチする

3 通信速度(bps)を選ぶ

ە  「2400」～「115200」 の中から選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。
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4  をタッチする

〔設定完了〕
ە  シリアル設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

5 「パリティーチェック」 をタッチする

6 パリティーチェックを選ぶ

ە  「パリティーチェックなし」、 「奇数パリ

ティー」、 「偶数パリティー」 の中から

選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

7  をタッチする

〔設定完了〕
ە  シリアル設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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周辺機器設定

ە  USB接続デバイスの接続確認と各種設

定を行います。

ە  接続対象の機器が接続されていない場合

は設定できません

USB接続確認

端末本体との接続先を確認できます。

1 「USB接続確認」 をタッチする

ە  接続対象の機器が接続されている場

合に、 製品名と接続先が一覧表示さ

れます。
ە  接続先は 「USB １」 ～ 「USB3」 また

は 「Hub」 のいずれかとなります。
ە  接続対象外の機器が接続されている

場合は、 製品名を 「未サポート機器」

と表示します。 

 をタッチすると周辺機器設

定メニューに戻ります。
ە  機器の使用可否は、「端末状態確認」

（30ページ） で正常または異常を判

断できます。

管理機能メニュー



56

2 接続先の物理ポートを確認したいデ

バイスを選ぶ

ە  製品名をタッチします。
ە  端末本体の物理ポートを図示します。
ە  Hub経由で接続されている場合は、

Hubが接続されている物理ポートを図

示します。

3  をタッチする

ە  周辺機器設定メニューに戻ります。

ピンパッド設定

ピンパッドが接続されている時のみ設定が

可能です。

1 「ピンパッド設定」 をタッチする

2 「コントラスト」 をタッチする
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3 コントラストを選ぶ

ە  「レベル１」 ～ 「レベル７」 のいずれ

かを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

4  をタッチする

〔設定完了〕
ە  ピンパッド設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

5 「音量」 をタッチする
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6 音量を選ぶ

ە  「消音」、 「小」、 「中」、 「大」 の中か

ら選択します。
ە  「音量確認」 をタッチすると選択した音

量で音源が再生されます。 

※ 「消音」 が選択されている場合は、

タッチできません。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

7  をタッチする

〔設定完了〕
ە  ピンパッド設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

8 「リセット時刻」 をタッチする

管理機能メニュー



59

管理機能メニュー

9 「リセット時刻1」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

10  をタッチする

11 リセットする時刻を選ぶ

ە    または  をタッチして選択します。

12  をタッチする

〔設定完了〕
ە  リセット時刻設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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13 「リセット時刻2」 を選択する

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

14  をタッチする

15 リセットする時刻を選ぶ

ە    または  をタッチして選択します。

16  をタッチする

〔設定完了〕
ە  リセット時刻設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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非接触ICカードリーダーライター設定

非接触ICカードリーダーライターが接続され

ている時のみ設定が可能です。

1 「非接触ICカードR／W設定」 をタッ

チする

2 「リーダーライター登録」 をタッチする

3  をタッチする
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4  をタッチする

〔設定完了〕
ە  非接触ICカードR／W設定メニュー

に戻ります。

5 「音量」 をタッチする

6 音量を選ぶ

ە   「消音」、 「小」、 「大」 の中から選択し

ます。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

7  をタッチする

〔設定完了〕
ە  非接触ICカードR／W設定メニュー

に戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
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運用設定

ە  運用中に必要となる各種設定を行います。

利用サービス設定

利用するサービスの選択とホームメニューの

表示順を設定できます。 設定内容に従って

ホームメニューへ表示されます。

1 「利用サービス設定」 をタッチする

ە  設定者コードを入力します。

2 利用するサービスを選ぶ

ە  選択可能なサービス一覧から利用す

るサービスをタッチして  を  にし

ます。

3  をタッチする
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4 ホームメニューの表示順を設定する

ە    または  をタッチして選択します。

5  をタッチする

〔設定完了〕
ە  運用設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

自動起動サービス設定

端末本体の起動時に自動起動させるサービ

スを設定できます。 「利用サービス設定」 で

設定済みのサービスの中から選択が可能で

す。

1 「自動起動サービス設定」 をタッチ 

する

2 自動起動させるサービスを選ぶ

ە  「無」 または一覧に表示されている

サービスの中からいずれかを選択し

ます。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。
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3	  をタッチする

〔設定完了〕
ەە 運用設定メニューに戻ります。 

→	�設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

ソフトウェア更新通知設定

端末本体および周辺機器の更新対象ソフト

ウェアがある場合にUI通知ができます。

1	 「ソフトウェア更新通知設定」 をタッ

チする

2	 「UI通知」 をタッチする
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3 UI通知の有無を選ぶ

ە  「無」、「有」 のいずれかを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

4  をタッチする

〔設定完了〕
ە  ソフトウェア更新通知設定メニューに

戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
ە  UI通知 「有」 を選択した場合は、 手

順 5 以降を設定します。

5 「通知方法」 をタッチする
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6 通知方法を選ぶ

ە  「本体電源ON時」、 「自動起動サー

ビス起動時」、 「無操作時間経過８時

間後」、「無操作時間経過10時間後」、

「無操作時間経過12時間後」 のいず

れか1つ以上を選択します。 

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

ە  「無操作時間経過８時間後」、 「無操

作時間経過10時間後」、 「無操作時

間経過12時間後」 は複数選択できま

せん。

7  をタッチする

〔設定完了〕
ە  ソフトウェア更新通知設定メニューに

戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

メモリーリフレッシュ

端末本体の動作不安定を避けるために、 定

期的に再起動することを推奨します。

1 「メモリーリフレッシュ」 をタッチする
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2 メモリーリフレッシュの有無を選ぶ

ە  「無」、「有」 のいずれかを選択します。

選択メニューをタッチして、 

  を  にします。

3  をタッチする

ە  メモリーリフレッシュ設定メニューに戻

ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。
ە  メモリーリフレッシュ 「有」 を選択した

場合は、 手順 4 以降を設定します。

4 「再起動日」 をタッチする

5 再起動する曜日と時刻を選ぶ

ە  「曜日」、 「時刻」 をそれぞれ   

または  をタッチして選択します。
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6	  をタッチする

〔設定完了〕
ەە メモリーリフレッシュ設定メニューに戻

ります。 

→	�設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

パスワード変更

ەە より安全に本機をご利用いただくために、

パスワードを設定することを推奨します。
ەە 管理者以外の他人に見られたり、 教えた

りしないでください。
ەە 初期値のまま利用しないでください。
ەە 他人に推測されにくいパスワードを設定し

てください。 

（「参考 ： 推測されにくいパスワード設定を

行うには？」）
ەە 変更したパスワードは忘れないようにご注

意ください。 

【注意】 忘れた場合、 基本的に変更前の

パスワードを知る方法はありません。 

必ず、 ご購入窓口へのお問い合わせが

必要となります。

参考 ：

推測されにくいパスワード設定を行うには？

下記項目を守ることで、 より安全なパス

ワードの設定が可能となります。
ەە 以下のような容易に推測可能なパス

ワードの設定はできる限り行わないで

ください。
ەە 全桁同じ値、 連続した値、 繰り返し

の値 

（例 ： 00000000、 12345678、

01010101）
ەە 類推しやすい値 

（例 ： 変更前後で同じ値）
ەە 定期的にパスワードの変更をしてくださ

い。

管理機能メニュー



70

1	 「パスワード変更」 をタッチする

2	 「現在のパスワード」 をタッチする

ەە ソフトウェアキーボードで現在のパス

ワードを入力します。 

入力後、 完了キーを押します。
ەە 「現在のパスワード」 を忘れたときは、

ご購入窓口にご連絡ください。

3	 「変更後のパスワード」 をタッチする

ەە ソフトウェアキーボードで変更後のパ

スワードを入力します。 

入力後、 完了キーを押します。
ەە パスワードは数字8桁固定です。

4	 「パスワード再入力」 をタッチする

ەە ソフトウェアキーボードで変更後のパ

スワードを再入力します。 

入力後、 完了キーを押します。

5	  をタッチする

6	 パスワードが変更されたことを確認

して、  をタッチする

〔設定完了〕
ەە 運用設定メニューに戻ります。
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その他設定

その他の端末設定ができます。

1 「その他設定」 をタッチする

■ 時刻補正設定

端末本体のシステム時刻を正しく調整する

ための時刻補正設定ができます。

1 「時刻補正設定」 をタッチする

2 「プロトコル設定」 をタッチする
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3 プロトコルを選ぶ

ە  「NTP」、 「HTTP」 のいずれかを選択

します。

4  をタッチする

〔設定完了〕
ە  時刻補正設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

5 「サーバーアドレス設定」 をタッチする

6 プロトコルを選ぶ

ە  「NTP」、 「HTTP」 のいずれかを選択

します。

管理機能メニュー
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7  をタッチする

ە  以降、 「NTP」 の場合を記載します。

「HTTP」 の場合も同様の手順で操作を

行ってください。

8 「NTPサーバーアドレス」 入力欄を

タッチしてアドレスを入力後、「完了」

をタッチする

※  キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。

9  をタッチする

〔設定完了〕
ە  時刻補正設定メニューに戻ります。 

→  設定を保存しない場合は、

 をタッチすると 

メニューに戻ります。

10  「同期時刻確認」 をタッチする

ە  一度も同期が行われていない場合

は、 日付と時刻が表示されず、 また

タッチしても次画面に遷移しません。

管理機能メニュー
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11 同期時刻を確認して、  

をタッチする

〔確認完了〕
ە  時刻補正設定メニューに戻ります。 

■ 端末初期化設定

端末初期化設定を行うと、 端末環境設定、

管理機能メニューの設定値を初期値に戻す

ことができます。

1 「端末初期化設定」 をタッチする

2 管理者パスワードを入力する

ە  ソフトウェアキーボードでパスワードを

入力し、 「完了」 ボタンをタッチします。

※  キーボードイメージはオムロン  

ソフトウェア(株)のiWnn IMEの 

ものです。

管理機能メニュー
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3	  をタッチする

4	 注 意 事 項 を お 読 み 頂 い た う え

で 「注意事項を確認」 をタッチし

て   を   にします。

5	  をタッチする

6	 「初期化する」 をタッチする

ەە 初期化処理後、端末が再起動し、ホー

ムメニューが表示されます。

管理機能メニュー
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ソフトウェア更新

ەە 端末本体および周辺機器の更新ファイ

ルの有無をネットワークに接続して確認

します。 

更新ファイルがある場合は、 ソフトウェ

ア更新ができます。

1	 「ソフトウェア更新」をタッチする

2	 画面上の指示に従って操作する

ەە 更新完了後、 本機は再起動します。

管理機能メニュー
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困ったとき

本機をご使用中に、 「おや？おかしいな？」 と思ったら、 次のことを調べてみてください。

現　象 考えられる原因 対　策

電源を入れても 

電源ランプが点灯 

しない

電源ケーブルが 

外れている。

ACアダプターのACプラグとACソケットおよ

び端末本体のDCプラグを正しく接続してくだ

さい。

電源ボタンを押して

も動作しない

電源OFF直後に再度

電源ボタンを押した。

電源ボタンを３秒程度押すのを止めたあと

で、 再度押してください。

画面が表示されない 省電力モードに入って

いる。

電源ボタンを押してください。

キー入力ができない

タッチパネル入力が

できない

電源が入っていない。 電源を入れてください。

なんらかのエラー 

発生により動作してい

ない。

電源ボタンを１０秒以上押し続けてくださ

い。 電源が切れますので再度電源ボタンを

３秒以上押して電源を立ち上げてください。

接続される周辺機器

（POS等） が本機を制

御している。

周辺機器側の画面の指示や取扱説明書に

従ってください。

ネットワークに接続

できない

ネットワークに異常が

ある。

ネットワーク診断を行ってください。

ネットワーク設定が正

しくない。

ホームメニュー＞管理機能メニュー＞ネッ

トワーク設定＞ネットワーク選択　で正しい

設定を選んでください。

（有線LANの場合）

LANケーブルが外れ

ている。

LANケーブルを正しく接続してください。

（無線LANの場合）

アクセスポイントが無

効となっている。

アクセスポイント側の取扱説明書に従って

ください。

磁気カードが読めない

接触ICカードが読め

ない

使用不可能なカードで

ある。

端末画面の指示に従ってください。

カードが汚れている。 汚れをふき取ってください。

プリンターが印字し

ない

操作パネルが開いて

いる。

操作パネルをきちんと閉めてください。

ロール紙がセット 

されていない。

ロール紙をセットしてください。
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困ったとき

ロール紙の紙詰まりについてڦڦ

1	 電源ボタンを押して電源を切り、 オープン

ボタンを押して操作パネルを開けてくださ

い。

2	 詰まっているロール紙を取り除きます。

◆◆お願い

ەە ロール紙が詰まっているときは操作パネルを

無理して開けないでください。 故障の原因に

なります。 開けることができない場合は購入

先にご連絡ください。

ەە ロール紙を再びセットするときは、 「ロール紙のセット方法」 （17 ～ 18ページ） の手順に

沿ってロール紙をセットしてください。

◆◆お願い

ەە ロール紙が変形している場合は形を丸く整えてからセットしてください。
ەە ロール紙の入れる方向を確認してからセットしてください。 

ロール紙を逆向きにセットすると印字ができなくなります。
ەە ロール紙が残り少なくなるとロール紙の両端に赤いマークが出ます。 

赤いマークが出ましたらすみやかにロール紙を交換してください。
ەە ロール紙を火の近くや高温のところに置くと黒色に変色するので高温が発生するところには

保管しないでください。
ەە プリンター部に手を入れる場合は、ロール紙のカッターで指を切らないように注意してください。
ەە サーマルヘッドは高温になりますので触らないようにご注意ください。

オープンボタン

電源ボタン

カッター

（触らない）

ロール紙の下に 

サーマルヘッドが 

あります
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主な仕様

＜端末本体 （JT-C31W） ＞

項　目 仕　様

表示部
ディスプレイ

表示方式 TFT

表示色 16,777,216色

表示サイズ 5型

解像度 1,280×720 ドット　※1

バックライト あり （白色LED）

タッチパネル 方式 静電容量式 （10フィンガー対応マルチタッチ）

キー キー数 1キー

磁気カード 

リーダー

操作方式 手動式カードスライド方式 （リード専用）

読取カードトラック JIS Ⅰ型 （第1 ・ 第2 トラック） およびJIS Ⅱ型

通信機能

シリアル 

ポート

方式 RS232C準拠

速度 最大　115.2 kbps

電源供給機能 なし

接続対象 上位装置、 オプション機器

USB 

（１～３）

タイプ Aタイプ

ポート数 3

モード HOST

USB　４

タイプ Micro-Bタイプ

ポート数 1

モード HOST/DEVICE

有線LAN 対応規格

IEEE802.3 

　　10 BASE-T (half duplex/full duplex)

　　100 BASE-TX (half duplex/full duplex)

オートネゴシエーション対応　※3

無線LAN 対応規格 IEEE802.11 a/b/g/n/ac

Bluetooth バージョン 4.0

電源
AC 

アダプター
電源出力 DC 24 V　（専用ACアダプター使用）　※2

※1	�液晶ディスプレイのドットについて 

液晶ディスプレイは、 精密度の高い技術で作られており、 画面の一部に点灯しないドット

や常時点灯しているドットがある場合がありますが、 これは故障ではありません。

※2	�電源用のACアダプターおよびAC コードは付属のものを使用してください。 

ACコードはAC100 Vのコンセントに接続してください。

※3	�接続先のスイッチング機器もオートネゴシエーション機能を有効にする必要があります。
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主な仕様

＜端末本体 （JT-C31W） ＞ （つづき）

項　目 仕　様

消費電力 約35 W

外形寸法 （幅×奥行き×高さ）
約103 mm×166 mm×93 mm

（ACアダプターは除く）

質量
約670 ｇ

（ロール紙、 ACアダプターは除く）

環境条件

動作
温度 0 ℃～ +40 ℃

湿度 20 ％ RH ～ 90 ％ RH  （結露なきこと）

保存
温度 -20 ℃～ +60 ℃

湿度 10 ％ RH ～ 90 ％ RH  （結露なきこと）

プリンター

ラインサーマル方式 （用紙幅58 mm）

オートカッターあり

用紙切れ検出あり

最大印字速度　150 mm/s

推奨ロール紙

据置型業務端末専用ロール紙

参考寸法

　幅	 ： 58 mm

　外径	 ： φ46 mm以下
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主な仕様

＜ピンパッド （JT-C31B） ＞

項　目 仕　様

表示部 ディスプレイ

表示方式 FSTN

表示色 白黒 （2色）

表示サイズ 2.1 型

解像度 128×64 ドット　※1

バックライト あり （白色LED）

キー キー数 16キー

接触IC 

カード

リーダー

操作方式 手動挿入/ 手動排出

ケーブル
コネクター USB　Aタイプ

長さ 約3.1 m

電源 端末本体より供給

消費電力 約1.2 W

外形寸法 （幅×奥行き×高さ）
約76 mm×134 mm×91 mm 

（ケーブルを除く）

質量
約250 ｇ

（ケーブルを除く）

環境条件

動作
温度 0 ℃～ +40 ℃

湿度 30 ％ RH ～ 80 ％ RH  （結露なきこと）

保存
温度 -10 ℃～ +60 ℃

湿度 30 ％ RH ～ 80 ％ RH  （結露なきこと）

※1	�液晶ディスプレイのドットについて

液晶ディスプレイは、 精密度の高い技術で作られており、 画面の一部に点灯しないドット

や常時点灯しているドットがある場合がありますが、 これは故障ではありません。
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主な仕様

＜非接触ICカードリーダーライター （JT-R550CR） ＞

項　目 仕　様

表示部 ディスプレイ

表示方式 FSTN

表示サイズ 約64 mm×33 mm

解像度 160×80 ドット　※1

バックライト LED方式

ケーブル コネクター USB　mini-Bタイプ　※2

電源 端末本体より供給

消費電力 約5.3 W （専用ACアダプター接続時）

外形寸法 （幅×奥行き×高さ） 約88 mm×142 mm×51 mm

質量
約250 ｇ

（ケーブルを除く）

環境条件

動作
温度 0 ℃～ +40 ℃

湿度 30 ％ RH ～ 90 ％ RH  （結露なきこと）

保存
温度 -10 ℃～ +50 ℃

湿度 30 ％ RH ～ 90 ％ RH  （結露なきこと）

※1	�液晶ディスプレイのドットについて 

液晶ディスプレイは、 精密度の高い技術で作られており、 画面の一部に点灯しないドット

や常時点灯しているドットがある場合がありますが、 これは故障ではありません。

※2	�非接触ICカードリーダーライターに同梱されている専用のUSBケーブルを使用してください。
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製品アップデート

本機のソフトウェア更新が必要かをネットワークに接続して確認し、 必要に応じて更新ファイル

をダウンロードして、 ソフトウェア バージョンを更新する機能です。

ソフトウェア更新が必要な場合には、 ステータスバーの通知アイコン （ソフトウェア更新通知）

やポップアップ （ソフトウェア更新許可） にてご案内いたします※。

ソフトウェア更新により、 以下の内容が本機に適用されます。

 ・ 機能の向上、 追加

 ・ 操作性の向上

 ・ 品質改善

 ・ セキュリティーパッチの最新化

本機を安全でより快適にご利用いただくため、 必ず最新バージョンへの更新をお願いいたしま

す。

※ �ホームメニュー > 管理機能メニュー > 運用設定 > ソフトウェア更新通知設定にて 「UI通知 

有」 を選択すると、 バージョンアップが必要な場合、 指定した通知タイミングでポップアッ

プを表示させることができます。 

なお、初期設定では、「UI通知 有」 が選択され、以下の通知タイミングが指定されています。 

・ 端末本体電源ON時 

・ 自動起動サービス起動時 

・ 無操作時間経過8時間後 

設定内容の説明は、 65ページ 「ソフトウェア更新通知設定」 を参照してください。

ご注意事項ڦڦ

ەە ソフトウェア更新はお客様の責任において行ってください。
ەە ソフトウェア更新は、 本機に登録した端末環境設定、 管理機能メニューの各種設定などの

データを残したまま行えますが、 本機の状態 （故障 ・ 破損 ・ 水濡れなど） によってはデー

タの保護ができない場合がありますので、 あらかじめご了承ください。
ەە ソフトウェア更新中はACアダプターを外さないでください。
ەە 有線LANまたは無線LANに接続できていない場合は、 ソフトウェアを更新できません。
ەە ソフトウェア更新 （書き換え） には時間がかかる場合があります。
ەە ソフトウェア更新中は、 本機の各種機能は利用できません。
ەە ソフトウェア更新の際、 本機の固有情報 （品番や製造番号など） が、 当社のソフトウェア更

新用サーバーに送信されます。 当社は送信された情報を、 ソフトウェア更新以外の目的に

は利用いたしません。
ەە ソフトウェア更新に失敗した場合に、 本機が起動しなくなることや、 「ソフトウェア更新に失

敗しました」 が繰り返し発生する場合は、 ご購入窓口にご連絡ください。
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製品アップデート

ソフトウェア更新ڦ 

更新方法は、 自動更新と手動更新の２種類があります。

ە  自動更新の場合

ポップアップ （ソフトウェア更新許可） に従って 「更新する」 または 「キャンセル」 ※を選

択します。 

※  更新対象ソフトウェアには、 更新期限を設定しています。 更新期限が過ぎている場合、

「キャンセル」 は選択できません。

ە  手動更新の場合

ホームメニュー > 管理機能メニュー > ソフトウェア更新　を実行します。

操作手順は、 76ページ 「ソフトウェア更新」 を参照してください。
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保証とアフターサービス  よくお読みください

アフターサービス （使い方 ・ お手入れ ・ 修理　など） は…

、まずڦڦ ご購入窓口へご相談ください

	 ▼お買い上げの際に記入されると便利です

販売店名

電　話 （            ）            －          

お買い上げ日 　　　　　年　　　月　　　日

●	海外での使用について

本製品は日本国内仕様であり、 海外の規格などには準拠しておりません。 海外での使用に

ついて、 当社では一切責任を負いかねます。

また、 当社では本製品に関する海外でのアフターサービスおよび消耗品、 別売り品の供給は

行っておりません。

This product cannot be used in foreign country as designed for Japan only.

修理を依頼されるときは…

「困ったとき」 （77 ～ 78ページ） に従ってご確認の後、 直らないときは、 まず電源プラグ

を抜いて、 ご購入窓口へご連絡ください。

修理を依頼されるときは、 お買い上げ日と次の内容をご連絡ください。

●製品名	 据置型業務端末

●品番	 JT-C31シリーズ

●製造番号	 （※銘板シールに記載されています）

●故障の内容	 （できるだけ具体的に）

※ 銘板シールは、 端末本体の底面に貼付されています。

●	�保証期間中は、 保証書の規定に従って修理をさせていただきますので、 恐れ入りますが、

製品と保証書をご準備いただき、 ご購入窓口にご相談ください。

保証期間 ：	� お買い上げ日から本体1年間 

（ただし、 ACアダプターなどの消耗品は保証期間内でも 「有償」 とさせていた

だきます。）

●	�保証期間終了後は、 診断をして修理できる場合は、 ご要望により修理させていただきます。

※	修理料金はご購入窓口にご確認ください。 

※	補修用性能部品の保有期間 5年

当社は、 この据置型業務端末の補修用性能部品 （製品の機能を維持するための部品）

を、 製造打ち切り後5年保有しています。
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保証とアフターサービス  よくお読みください

、その他ご不明な点はڦڦ 次の窓口にご相談ください。

ご使用の回線 （IP電話やひかり電話など） によっては、 回線の混雑時に数分で切れる場合

があります。

〒224-8539　神奈川県横浜市都筑区佐江戸町600番地
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